
LINE WORKS ご提案資料



LINE と LINE WORKSの違い



※1：調査機関:マクロミル・インターネット調査 (2021年1月実施/全国15~69歳のLINEユーザーを対象/サンプル数2,060) 

※2：1ヶ月に1回以上利用したユーザーの割合 2020年9月末時点

※3 ：LINEの国内月間アクティブユーザー 8,600万人÷日本の総人口1億2631万 人(平成31年2月1日現在(確定値) 総務省統計局) 

毎月利用しているユーザー日本の人口の68％ ※3

8,600万人

+OVER

国内MAU ※1

85％

毎月利用率 ※2

LINEが日本国内の「生活インフラ」として定着

多くのSNSのなかで、高いUI/UX・デザイン性を理由に

日本市場でLINEは圧倒的な国内トップシェアのサービスです。



要件連絡・確認の時間が短い（レスポンス性） ○ △ × ○

会話形式のやり取りが可能（会話型） ○ × × ○

公式な連絡や記録に適している（記録性） × ○ △ △

相手の時間に割り込まずに連絡可能（非同期） × ○ ○ ○

相手に伝わったことが確認できる（確認性） ○ × × ○

多数の人に同時に伝えられる（共有性） × ○ × ○

チャット電話 メール

電話・メール・FAXと
チャットにおける比較

FAX

チャットは効果的なコミュニケーションを実現する高い機能性

参考）既存のコミュニケーションツールとチャットの違い



使い慣れたLINEを仕事で使うユーザーの増加

（案）
「仕事でも使い慣れているLINEをつかってしまう」
「電話・メールよりも手軽」
「お客様がLINEを使ってるので使ってしまう」的な ※B2C

LINEを業務で活用するユーザーは6割以上

お客様が
LINEを使ってるので

連絡手段として

電話・メール
よりも手軽

仕事の連絡も
使い慣れているLINE

を使っている

※出典：ビジネスパーソンのコミュニケーションツールに関する調査（MMD研究所 2014）

LINE WORKER
急増中！

LINEを仕事で活用する

※



社内利用

社外利用

参考）LINE WORKERは
実際にLINEでどんな仕事をしているのか？

スケジュール調整

緊急対応連絡

日報報告

シフト管理
休暇連絡

安否確認

納期・在庫
の確認

契約内容確認

訪問日程の調整

内定者との連絡



管理・統制出来ないLINEを
業務利用させたくない

IT部門

LINEのような
簡単/便利な手段を使いたい

事業部門・現場

スピード・成果を重視 リスク最小化を重視

GAP

LINEのビジネス利用者のうち 44%のユーザーが

セキュリティ及びプライバシーを懸念

出典：ビジネスパーソンのコミュニケーションツールに関する調査（MMD研究所 2014）

LINEの業務利用における「シャドーIT」問題



参考）LINE WORKERは
実際にLINEでどんな仕事をしているのか？

参考）コロナ感染者の電子カルテ流出



セキュリティ コンプライアンス プライバシー 継続性

・データは端末に保存

・紛失や盗難時の対策

・社外秘情報の流出

・モニタリング不可

・アーカイブや監査も

されていない

・個人ID を業務利用

する心理的抵抗

・仕事とプライベート

が混在

・社内の情報が

一元化されない

・従業員の知見が後任

に繋がらない

個人版 LINE：会社や組織でガバナンスを効かせることができない
LINE WORKS：会社や組織でガバナンスを効かせることができる

LINE WORKSはLINEの業務利用の問題を解決するサービス



仕事では LINE WORKS 友だちとは LINE

用途 仕事用 プライベート用

ユーザー管理
管理者が登録した

ユーザーのみ
誰とでも自由に繋がる

端末のリモート制御 MDMにて可能 不可

データ クラウドに残る 端末に残る

トークログ・監査機能 管理者がログを確認可能 ×

個別の既読確認
複数人でのトーク時に
個別の既読確認が可能

×
（既読人数の表示のみ）

複数端末での利用 可能 不可

※1 携帯番号1つにつき、1台のアプリ認証のみ可能。（PC版とiPad版LINEのみアドレスでのログインにより同一アカウントの利用が可能）

※1

LINEとの違い

LINE WORKS は管理者が情報を一括管轄・監査

さらにセキュリティ強化を実施可能なため、ビジネス利用に適しています。



LINEの使いやすさと

便利さはそのままに

企業でも安心して使える

管理機能とセキュリティ

を備えたビジネスチャット

LINE WORKS とは

© LINE Corporation



小売・卸売

飲食・外食

サービス

製造

医療・医薬 金融・保険

士業

建設・住宅・不動産

教育

メディア･広告

人材

NPO・団体 IT・通信

運輸

農業・酪農
介護

幅広い業種での導入が加速（導入企業数20万社突破）



LINE WORKSサービス概要



LINE WORKS の機能

トーク
（チャット）

ホーム
（掲示板） カレンダー アンケート アドレス帳

・利用者管理
・遠隔でのデータ削除
・ファイル保存制限 など

・ウイルス/マルウェア検出
・国内データセンター
・国際認証取得 など

管理機能 セキュリティ

１つのアプリで、企業でも安心して使える

管理機能とセキュリティを備えたクラウドサービス

フリープランは機能制限あり 全プラン共通

© LINE Corporation



ユーザー機能①「トーク」

トーク

トークルームでは
写真やファイルの
やりとりも可能

既読者／未読者
の確認

複数人ビデオ通話
（最大200名）

組織・プロジェクト・チーム単位など

様々な組み合わせでトークルーム作成が可能

グループ機能（ノート・予定・フォルダ）で

メンバー間のコミュニケーションがさらに便利に！

© LINE Corporation

フォルダ機能

ノート機能

予定機能



グループトーク

チームトーク

組織単位のメンバーで構成されたトークルーム

管理者が構成する組織図と連動しているおり、

メンバー管理は管理者が行う

管理画面またはアドレス帳で作成するグループ

組織の異なるメンバー間でのやりとりが可能

メンバー管理は管理者またはグループマスタが行う

組織図やアドレス帳から検索して、任意のメンバーと

いつでもトークができ、メンバー間で招待・退室が可能

通常のトークルーム（１：１ or １：n）

補足）トークルームの種類



チームルームとグループトークルームではノート機能が利用可能

⚫ 会議の議事録や、チームイベントの報告などを保存しておくことができる

⚫ 重要な投稿は「お知らせに表示」設定でトークルームの上部に「お知らせ」として常時表示

⚫ 「共同編集」により他メンバーの編集も可能

補足）グループ機能（ノート）

© LINE Corporation

© LINE Corporation



チームルームとグループトークルームではフォルダ機能が利用可能

⚫ フォルダは、グループのメンバー間でファイルを共有するための機能

⚫ フォルダにアップロードするだけでファイルを関連メンバーに共有可能

新規にファイルを
アップロードする時は

「＋」マークから

トークルーム上で
写真やファイルを長押
しして保存することも

長押し

補足）グループ機能（フォルダ）



LINE とつながる
唯一のチャットサービス

LINE WORKS 同士も
つながる

LINE WORKS のアカウントと

LINE のアカウント間で、

トークのやり取りができます。

社外のビジネスパートナーでも

お互いに LINE WORKS を使っていれば

トークのやり取りができます。

お客様との
やり取りも
トークで！

取引先との
連絡も

トークで！

© LINE Corporation
© LINE Corporation

LINE ユーザーとのトーク履歴も監査ログにて確認可能

参考）LINE WORKERは
実際にLINEでどんな仕事をしているのか？

補足）外部トーク連携



⚫ メッセージを相手が確認すると、送ったメッセージの隣に「既読」と表示

⚫ 3人以上が参加しているトークルームでは、既読者・未読者を個別に確認することが可能

補足）既読・未読者の確認

© LINE Corporation



⚫ 「通話」ボタンをタップし「無料音声通話」や「ビデオ通話」が可能

⚫ 音声通話、ビデオ通話は最大200人まで同時接続可能

⚫ ビデオ通話の場合、画面共有機能を利用することが可能

補足）音声通話・ビデオ通話

© LINE Corporation

© LINE Corporation



未読者への「再通知」も可能

組織全体への情報共有や周知に便利な掲示板

トピック毎にカテゴリーを分けて掲示板を作成可能

スマホ通知や必読設定、再通知機能で、

メンバーの読み逃しを防ぎ、確実に伝達！

ホーム

「必読」設定すると必ず上位に表示される

ユーザー機能②「ホーム」



⚫ 管理者が掲示板を作成（作成時に、「掲示板名」「管理者」「権限」を設定）

※権限：公開掲示板 or メンバー掲示板（指定されたメンバーのみ使用可）

⚫ ホームには権限設定に基づき自身がアクセスできる掲示板のみが表示

⚫ ホームの初期画面には「必読」設定された投稿が優先的に上部に表示

掲示板

掲示板

タップすると
掲示板一覧を表示

補足）掲示板の作成について



z

補足）ホームコメント

⚫ 作成者がコメントを許可した場合は閲覧メンバーは投稿に対してコメント可能

⚫ コメントはテキスト、スタンプ、画像を添付することもできる

© LINE Corporation



メンバー間の業務を効率化する予定共有機能

会議の日程調整や会議室の予約も、

すべてスマホで手軽に設定可能！

カレンダー

ユーザー機能③「カレンダー」



マイカレンダー

自分が使う基本カレンダーで
他のメンバーから招待された予定もこのカレンダーに登録
空き時間の確認やグループカレンダーで他のメンバーが照会した際には
このカレンダーに登録されている予定が表示

共有カレンダーは指定したメンバーと一緒に予定を管理するためのカレンダー
作成時に予定を共有したいメンバーを指定し各メンバーごとに
予定の編集権限を設定可能
＊共有カレンダーの作成はブラウザ版でのみ可能

共有カレンダー

チーム／グループカレンダー

チーム／グループトークルームで予定機能を有効にすると、
カレンダー機能から対象のカレンダーを参照可能

補足）カレンダーの種類



⚫ ブラウザ版では共有設備カレンダーを表示し各共有設備（会議室など）の空き状況を確認することが可能

⚫ カレンダー右上にある共有整備アイコンから共有設備カレンダーを表示可能

⚫ カレンダー内の予定にカーソルを当てると「予定内容」や「予約者」など予定の詳細を表示

補足）共有設備カレンダー



豊富なテンプレートで手軽に社内ヒアリング

対象者、回答期間、記名・匿名など多様な設定が可能

回答結果は自動集計され、表やグラフで見やすく

確認でき、CSVファイルにてダウンロードも可能！

アンケート

ユーザー機能④「アンケート」

項目数、回答方法（選択式・記述式）など自由にカスタマイズ



⚫ 回答結果はリアルタイムで集計され質問のタイプに合わせて最適化されたチャートが表示

⚫ 結果をURLで共有したり、CSV形式のファイルにダウンロードすることができる

補足）アンケート結果の確認・共有



階層型組織、部署の兼務など日本の企業文化に対応

アドレス帳からトーク、会議招待などの連携もスムーズ

共有アドレス帳で複数人での連絡先の共有が可能

いつでもどこでも誰にでも簡単にアクセス！

アドレス帳

ユーザー機能⑤「アドレス帳」

参加中のグループもアドレス帳から簡単アクセス



補足）アドレス帳の種類

⚫ 最大9階層の階層型アドレス帳

社内アドレス帳

LINE WORKSに登録されている「組織」「メンバー」と連動したアドレス帳

アドレス帳に登録されているメンバーを探して、トークなどで簡単にコンタクトできる

共有アドレス帳

取引先の情報など、LINE WORKS外の

連絡先情報を登録するためのアドレス帳

最大5万件までの連絡先を登録できる

マイアドレス帳

個人的な連絡先を登録するためのアドレス帳

最大2万件までの連絡先を登録できる

組織情報 メンバー一覧



管理機能について

SEなど技術者による構築不要で簡単に利用環境の設定が可能
企業毎のセキュリティポリシーや運用方法に合わせたカスタマイズにも対応



管理者権限と機能差

⚫ LINE WORKS には「最高管理者」と、機能別の管理者の 2 種類の管理者権限があります。

⚫ 管理者ページは管理権限を持つメンバーのみアクセスできます。

⚫ 既定の 4 種類の管理者権限に加えて、任意の管理対象を組み合わせた管理者権限を作成することができます。

※新規の管理者権限については、個別機能単位でアクセス権を付与できます。

既定の管理者権限 最高管理者 副管理者 IT管理者 人事管理者

基本設定 ● ● ● ●

メンバー ● ● ●

サービス ● ● ●

セキュリティ ● ● ●

監査 ● ●

ヘルプ ● ●

Developers(開発者センター) ● ●

サービス退会などの重要な機能 ●



組織管理

「組織」および組織に属する「メンバー」の作成・管理
任意のメンバーで構成される「グループ」の設定

• 個別登録／一括登録可

• 最大9階層まで

• 組織の公開／非公開設定

※非公開にするとアドレス帳から非表示

• 組織毎に利用する機能を指定可

メンバー管理

• 個別登録／一括登録可

• メンバーの公開／非公開設定

※非公開にするとアドレス帳から非表示

• 利用権限タイプによる利用サービス制限

• メンバーの利用一時停止（強制ログオフ）、

削除（アカウント削除）

グループ管理

• グループに含めるメンバーを選択

• グループの公開／非公開設定

※非公開にするとアドレス帳から非表示

• グループ毎に利用する機能を指定可

主要な管理機能①「メンバー」



各ユーザー機能の詳細設定、サービス利用設定、外部トーク連携の設定

各ユーザー機能の詳細設定

• 各サービスの詳細を設定

（ホーム、トーク、カレンダー、アドレス帳、

アンケート等）

• ここで設定した内容に基づき各サービ

スが動作

外部トーク連携

• 管理者が許可したユーザーのみ、外部のLINE

またはLINE WORKSとつながることが可能

主要な管理機能②「サービス」「セキュリティ」

サービス利用設定

• メンバーに割り当てられるサービス

および利用環境を設定

※各サービスの利用可否、モバイル

やPC等利用環境における可否



各企業のセキュリティポリシー・運用方針に応じたセキュリティ設定

主なセキュリティ機能・設定項目

• メンバー毎の一時停止／アクセスブロック

• パスワード変更

• 利用状況／アプリインストール状況確認

• アクセスIPアドレス制限

• パスワードポリシー設定（難易度、長さ、期間等）

• ログインポリシー設定

• ファイル形式による添付／送信制限設定

（以下、モバイル向け）

• パスコードロック設定

• デバイス管理（MDM）

主要な管理機能②「セキュリティ」



いつ・誰が・どんなやりとりをしているのかを細かく確認
さらにトーク・メールの送受信ポリシーを作成してモニタリングが可能

監査/ログ

監査/ログで確認できる内容

• 管理者画面の操作履歴

• ログイン履歴

• 各メニューの操作履歴

（ホーム、Drive、カレンダー、アドレス帳、

アンケート、ノート、メール、トーク）

モニタリング

メールに対するモニタリング

• 受信ポリシーおよび送信ポリシー設定

• 受信許可IPアドレス指定

トークに対するモニタリング

• トークポリシー設定

• ログは180日間保存
• CSV出力も可

• ポリシー条件を設定
• 処理方法を指定

主要な管理機能③「監査」「モニタリング」



x

個人向けLINEと分離した
LINE WORKS専用環境でサービスをご提供

24時間365日
常時モニタリング

国内データセンター
からサービス提供

情報セキュリティの
国際認証を取得

稼働率 99.9% 保証

セキュリティ教育を受けた社員による運用

セキュリティについて



アカウントの一時停止

zパスワードポリシー設定
ログインする際のパスワードの
難易度や期限を設定可能

不正アクセスや情報漏洩のリスクをさらに低減

監査・モニタリング

ユーザのチャット内容の
ログ確認・モニタリング可能

6ヶ月分の
ログ確認
が可能

端末の紛失・盗難等の際には
アクセス制限が可能

補足）監査・モニタリング、セキュリティ機能



✔ 端末の紛失・盗難

✔ 家族など、第３者の利用

✔ 退職者によるデータ持ち出し

✔ 自宅PCへ社内機密データ保存

✔ プライベート用SNS等へのデータ流失

✔ マルウェアなど悪意あるファイルの混入

✔ MDMの管理下に置くことができない

✔ 外部へのメッセージ誤送信

✔ セキュリティ事故が起きた後の対処

パスワードポリシー、パスコードロッ
ク、データ保持期間の制限、アクセス
状況確認、リモートロック・ワイプ

IP接続制限、ダウンロード制限、
ファイル拡張子制限

簡易MDM機能、モニタリング、
監査ログ

リスク要因 セキュリティ対策

それぞれのリスク要因毎にセキュリティ対策を実装

参考）管理機能による具体的なセキュリティ対策



LINE WORKSの特徴



LINE WORKSの特徴

API

✓ 国際認証

✓ 国内データセンター

✓ 管理者機能

✓ 既読/未読確認

✓ マルチデバイス

✓ ビデオ通話(画面共有)

使い易さ

「LINE」と繋がる

安全・安心 “仕事だから”機能

他社サービス連携

© LINE Corporation



LINE WORKS - 安心・安全

データセンター
ファシリティ

(国内データセンター)

✓ 国際認証 - ISO/IEC27001, 27017, 27018, SOC2/SOC3

✓ リアルタイムでのウィルス検知、スパムフィルタリング

✓ 暗号化

アカウント
アクセス

監査ログ
モニタリング

モバイル
アクセス

✓ パスワードポリシー

✓ アクセス制限

✓ 強制アクセス停止

✓ ファイル制限

✓ 履歴確認(最大180日)*

✓ ポリシーに沿ったモニタリング

*アーカイブオプション : 最大10年 (Lite プラン)

✓ モバイル端末を遠隔から削除・初期化(MDM)

✓ データ閲覧期間の設定(キャッシュ含む)



LINE WORKS - “仕事だから”機能

既読メンバー

(4)

4

4

(8)※個人用のLINEは既読人数のみ表示

「既読」「未読」確認機能で、通知を徹底

未読メンバー
再通知

トーク ホーム(掲示板)

© LINE Corporation



LINE WORKS – 使い易さ 事例動画 紹介 - ヤマグチ様

x

事前教育・マニュアル無しにも関わらず
導入1ヶ月で想定の3倍のユーザが日常的に利用

利用ユーザ率 推移

実推移

事前予測

100%

80%

60%

40%

20%

0                      1ヶ月 2ヶ月 3ヶ月 4ヶ月

（利用ユーザ率）

（導入期間）

導入初日の
問い合わせ

ゼロ

導入初日

8割が

登録完了

これなら私でも
すぐ使える♪

事前予測の

3倍

https://youtu.be/-jaHrd4dLAM

https://youtu.be/-jaHrd4dLAM


LINE WORKS – 「LINE」と繋がる
事例動画紹介 –

桧家ホールディングス様

LINE WORKS LINE

「LINE」と繋がる唯一のビジネスチャット
https://youtu.be/UH_PIqooGvM

© LINE Corporation

© LINE Corporation

https://youtu.be/UH_PIqooGvM


LINE WORKS – 他社サービス連携



料金プランについて



料金プラン一覧

ライト

料金 ¥300/ID（年契月払い）

トーク
音声/ビデオ通話/画面共有/ノート/予定/フォルダ

●

ホーム（掲示板） ●

カレンダー ●

アンケート ●

アドレス帳（組織対応） ●

メール

Drive 

管理・セキュリティ機能 ●

監査ログ・モニタリング ●

サポート/SLA保証＊1 ●

アーカイブ
▲
＊2

共有ストレージ＊3 基本容量 100GB

1ユーザーあたり1GB追加

価格は全て税抜価格となっております。
＊1「SLA保証」はトライアル期間中には対応しておりません。＊2ライトプランのアーカイブは有料オプションとなります。
＊3トーク（ノート、フォルダ含む）、ホーム、カレンダー、アンケートで使用するストレージ容量



有料プラン
（ライト）

フリープラン

ユーザー数上限 無し 100名

共有ストレージ 100 GB 5GB

主要機能
トーク、カレンダー、ホーム、
アドレス帳、アンケート、共有フォルダ

音声/ビデオ通話
※LINEとの音声、ビデオ通話は

できません。

複数名が可能 1対1のみ

管理機能 様々な設定が可能 ほぼデフォルト設定のみ

監査ログ 6ヶ月（ダウンロード可） 2週間（ダウンロード不可）

管理者向けサポート窓口 あり（電話とWeb） なし

広告 なし あり（将来的に実施予定）

50

参考）フリープランとの比較



LINE WORKS導入の流れ



内容 0W 1W 2W 3W 4W 5W

STEP 1

事前準備（トライアル前に行うこと）
・トライアルに参加するメンバーを決定する
・トライアル環境を整える
・確認すべき機能や効果を整理してまとめる
・トライアルの申し込み手続きを行う

STEP 2

初期設定とメンバーへの展開
・組織を登録する
・メンバーを登録する
・トライアルメンバーへアカウント情報を配布する
・アプリ（PC版、モバイル版）をインストールする

STEP 3
トライアルの実施
・機能確認・効果検証
・追加で発生した確認すべき点や不明点などを記録

STEP 4

事後確認（トライアル後に行うこと）
・機能について確認結果をレビュー
・効果についてユーザーにヒアリング
・トライアル中に見つかった課題や不明点などを確認
・導入可否を判断

STEP 5

契約申込み
・料金プランと契約ライセンス数を確定
・新規申込書を提出
・トライアル時の環境のまま本利用開始
※トライアル終了後30日以内の本利用切替が必要

3〜5日

トライアル終了

1〜3日

トライアル開始

約14日

3〜5日

LINE WORKS 導入の流れ（トライアル〜契約申込み）

約5営業日

本利用切替



LINE WORKS利用開始にあたり管理者が行うこと

トライアル申請後、組織アカウントが作成され管理者向けに案内メールが送信されます。
管理者は案内メールからLINE WORKSの管理者画面にアクセスし
管理者用ID・PWを入力しログイン後、下記の手順にて利用開始します。

企業の組織構成にあわせて
階層型の組織図を作成

アプリの準備メンバーの登録 メンバーログイン組織の登録

管理者 管理者 メンバー メンバー

サービス利用メンバーを登録し
ID/PW情報をメンバーに伝達

各メンバーでモバイル端末、ま
たはPCにアプリをインストール

ログインしサービスを利用

01 02 03 04

LINE WORKS導入時にSE構築は必要ございません。下記の簡単な手順にて誰でも利用開始可能です。



LINE社の情報管理に関する報道について

LINE WORKSは、LINE社のオペレーションの影響は受けません

1. 当社は別会社であること

2. LINEとは基盤ベースで完全分離されたプラットフォームであること

3. LINE WORKSのデータセンターは国内であること

4. サービス利用規約第15条・第16条にて保存データに対する一切の権利を放棄する
ことを明記しており、ユーザーデータを監視や開発目的で利用することはないこと

5. 現在、以下の国際規格の認証を取得しており、外部監査機関を通じて国際認証に
準ずる内容にて、グローバル利用に適切かつ必要十分な機密性と完全性を保持したセ
キュリティ対策を実施
(ISO/IEC27001、27017、27018)



LINE WORKSでのユーザーデータの取扱いについて

「お知らせ」

ユーザーデータの取り扱いについて
説明文(説明会動画)を掲載しています




